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 パーソナルスペース（以降「PS」）とは,個人の身体を取り巻く目に見えない空間領域であり,人はこの空間を持ち運び

ながら現実空間での社会生活を営んでいる.現実空間での PS は人が他人との様々な相互作用を持つ時に重要な役割を果

たしており,対人場面において無意識のうちにこの空間を変化させることで円滑な対人関係を営んでいる[1].現実空間で

の PS に関しては,「異性の相手より同性の相手の方が PS の距離が短い[2]」という性別差や「外向的性格の人は内向的性

格の人より PS の距離が短い[3]」という性格差など多くの研究がなされてきた.昨今では,セカンドライフや PLAYSTATION 

Home などのメタバースと呼ばれるインターネット上の 3D 仮想空間が普及し始めており,メタバースにおける対人行動に

対する理解を深めることが重要である.しかし,メタバースにおける PS の研究は少なく,メタバースにおいてユーザの分

身となるアバタがもつ PS についての存在の有無に関する研究はまだ初期段階である.そこで本研究では,メタバースにお

ける身体性の重要性を示すことを目的とし,[3]で示された現実空間における PS の特性がメタバースにおいても同様に見

られること,すなわち,『現実空間同様にメタバースでも外向的性格の人は内向的性格の人より PS の距離が短い』という

仮説を立て評価実験を行った. 

 測定実験では,実験参加者に対して 8方向から他人が接近し,実験参加者が「これ以上近付いてほしくない」という時点

でストップをかけ,その時の対人距離を測定するStop-Distance法を用いて現実空間とメタバースのPSを測定した.なお,

実験は現実空間とメタバース共に実験参加者の性別に対して同性と異性の接近者を使用し,現実空間では人,メタバース

ではアバタを接近者とする.また,予め実験参加者の性格を分類するため,BigFive[4]の外向性尺度の日本人の平均値［5］

を元に実験参加候補者の外向性,内向性を評価した.分析の対象となった実験参加者の人数は,男子大学生 12 名（外向性 6

名,内向性 6名）,女子大学生 11 名（外向性 5名,内向性 6名）である. 

分析内容と結果は以下の通りである.「外向的性格の人は内向的性格の人より PS の距離が短い」という仮説を検証する

ために, 各空間ごとに「同性外向と同性内向」の PS 間,「異性外向と異性内向」の PS 間で t検定を行った.男性参加者は

対同性時, 「同性外向＜同性内向」の方向に現実空間では前方,左,右後に有意差がみられ,メタバースでは 8 方向全てに

有意差がみられた.対異性時,「異性外向＜異性内向」の方向に現実空間では前方と左に有意差がみられ,メタバースでは

8方向全てに有意差がみられた.このことから, 男性参加者は現実空間では前方と左,メタバースでは全方向に対して接近

者の性別に関わらず,内向的性格の人より外向的性格の人の方が PS を有意に短くとっていることがわかる.女性参加者は

対同性時,現実空間では有意差はみられなかったが,メタバースでは「同性内向＜同性外向」の方向に横から斜め後にかけ

て有意差がみられた.対異性時, 「異性内向＜異性外向」の方向に現実空間では前から左にかけて有意差がみられ,メタバ

ースでは右前,後に有意差がみられた.このことから,女性参加者は現実空間とメタバースのどちらの空間においても接近

者の性別に関わらず,自身の性格によって PS を変化させないことがわかる.追加分析として,外向的性格の人と内向的性

格の人では接近者の性別が PS に及ぼす影響が異なることを検証するために,各空間ごとに「外向同性と外向異性」の PS

間,「内向同性と内向異性」の PS 間で t検定を行った.外向的な男性参加者は,現実空間では「外向同性＜外向異性」の方

向に左,右後に有意差がみられ,メタバースでは 8 方向全てに有意差はみられなかった.内向的な男性参加者は,現実空間

では有意差はみられず,メタバースでは「内向同性＜内向異性」の方向に左,右後に有意差がみられた.このことから,男性

参加者は自身の性格に関係なく,現実空間とメタバースのどちらの空間においても接近者の性別によって PS を変化させ

ないことがわかった.女性参加者は,現実空間とメタバースのどちらの空間においても自身の性格に関係なく, 「同性＜異

性」の方向に 8 方向全てに有意差がみられた.このことから,女性参加者は自身の性格に関係なく,接近者が異性より同性

の方がパーソナルスペースを短く取ることがわかる. 

以上の結果から, 男性参加者の場合のみ仮説を支持する結果が得られた.また,女性参加者は現実空間とメタバースの

どちらの空間においても接近者の性別によってPSを変化させたのに対し,男性参加者はPSを変化させなかった.これらの

ことから,男性参加者は接近者の性別より自身の性格によって PS を変化させ,女性参加者は自身の性格より接近者の性別

によって PS を変化させると言える.これは,男性が持つ「縄張り意識」,女性は「女性同士の接触行動が多い」と現実空間

で言われていることが現実空間とメタバースのどちらの空間においても反映されたと考えられる.そして,有意差がみら

れなかった方向が所々異なったのは,現実空間では実験参加者が後を振り向くことが出来ず,後方から接近してくる接近

者（人）との距離感がつかめなかったことに対し,メタバースでは実験参加者が俯瞰目線であった為,距離感をつかむこと

が可能だったことが原因だと考えられる.よって,実験環境の視点の統一などの見直しが必要であると考える. 

 これらのことにより,実験参加者は現実空間同様にメタバースにおいても実際に体があるかのように身体性を持ち続け

ていることが示唆された.今後は,1人称視点のメタバースでの被接近実験や,異文化での PSの形状比較を行うことで現実

空間とメタバースにおける PS をさらに検証することが望まれる. 
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